
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
本校では今年度、温かい人間関係を基盤とした、生徒が主役になる「主体的・対話

的」な学び合いの授業を実現することで学力の向上を目指しています。 
学校訪問研修は、その手立てについて研修する機会となりました。 
協議や指導助言により、明らかになったことや残された課題の一部を紹介します。 
 
＜明らかになったこと＞ 
・生徒が意欲をもって授業に参加しており、教師と生徒の信頼関係がしっかり構築 

されている。 
・グループ活動に明確な意図があると、生徒は自分の役割を考えて活動できるよう 

になっていく。 
・学習課題解決への展開がスモールステップになっていて、難しい内容も比較的自 

然に取り組むことができていた。 
 
＜残された課題＞ 
・今後、問題解決的な学習をさらに進めていくためにも、学習課題の吟味は必要不 

可欠であり、生徒が自己調整しながら学習を進めていけるような課題づくりを研 
究していく。 

・ＩＣＴ活用では、タブレットのよさ、電子黒板のよさ等、ツールの効果をより発 
揮できる場面を吟味してこれまでの授業に生かしていく。 

・「指導と評価の一体化」のため、何を評価材料にして、どのような基準で評価する 
かを見直した上で授業を構築していく。（ＰＤＣＡサイクルの一環） 

 
全員が授業を公開し、教科ごとの部会研修を中心に指導助言をいただきました。新

採・若手教員にとっても有意義な研修となりました。 
 

文責 教務主任 松原剛志 

先週は、６月として稀にみる暑さの日が続きましたが、７月に入り、今日は一転して大雨。 
植物にとっては恵みの雨ですね。ＫＤＤＩの通信障害が３０００万人以上の国民生活に影
響を与えています。スマートフォン等がなくてならない世の中なのだと思い知らされます。 
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